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「観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う」

「物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う」（学習指導要領より）

大学入試問題そのままの実験を，全て実施することは難しいが，「探究的な実験」
を取り入れることで，その探究の過程や実験計画のために身につけた知識は，実際
にやったことはない実験を考えるときでも役立つ。
ただの問題演習ではなく，探究と実験の経験を活かして，問題に向き合う力をつけ
たい。

探究的な授業 入試対策・・・

 探究的な授業をしたいけど，入試対策のためにまずは内容を早く終わらせないと…

 探究が重要なのはわかるけど，入試対策が手薄になるのが心配…



本セミナーの構成
• ゴール

入試問題等から，生徒が具体的な実験のプロセスを考えたり，創造したりす
ることができるようにする。

• ターゲット
ゴールに到達するために，生徒が実際にテーマに向けて，実験計画を考えて，
実践する授業展開を提案します。

• 対話
提案をもとに対話をし，扱う問題や授業展開の発想を膨らませます。

大学入試×探究
 入試問題を使って探究する
 通常の内容で探究する



ゴールの問題・ターゲットの提案

東京学芸大学附属高等学校
成川和久先生より



実験をイメージ・理解するために
大学入試問題の設定を理解するために
実際に実験をおこなったことがある，という経験が有用。
おこなった実験をレポートなどとしてまとめる経験が有用。

• 実験タイトル
• 報告者名（共同実験者）
• 実験日時やそのときの環境
• 実験目的
• 準備
• 操作

• 結果
• 考察
• 課題
• 参考文献
• 感想

授業時間の調整，実験準
備，安全管理など

時間と手間はかかるが，

結果的には，より化学を
理解する生徒になる。

実験の流れ，レポートの構成



2016年度宇都宮大学

農学部応用生命化学科

論述試験 第1問

ゴールの問題



ターゲットの提案 探究と実験
より実験を有意義にするために
（さらなる思考力や判断力、表現力を身につけるために）

探究的な過程を踏まえた授業
⇒実験は探究的な過程を取り入れやすい

生徒が 主体的に考え，試行錯誤をして，結論を出す
この経験が，大学入試問題に立ち向かったとき，
実際にはやったことがない実験の題材だったとしても，
問題の題意や操作の意味の理解ができて，知識を活用することができて，
結果の判断力や考察する力を持って，必要な解法に持っていくことができる。

授業や教科書での知識のインプット⇒探究的な実験でのアウトプット
⇒レポート作成や振り返りでの知識のインプット ⇒・・・



日本科学教育学会研究会研究報告 Vol.37 No.5(2023)
教科横断的な視点から拡張する探究レベルに関する予備的考察 松原憲治 より
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsser/37/5/37_No_5_220515/_pdf

探究と実験

そのときその状況に応じた，適当な強度の探究レベルを実践すれば良い。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsser/37/5/37_No_5_220515/_pdf


東京学芸大学附属高校での取り組み
2年生 4月，生徒実験
混合物の分離
目的：
身の回りの物質から塩化ナトリウムを取り出す。
取り出したものが塩化ナトリウムであることを，化学的に同定する。

学習指導要領(H30公示)
化学基礎
(1)化学と人間生活
(ア)化学と物質
ア化学の特徴
イ物質の分離・精製
ウ単体と化合物

授業（講義）を事前または事後に実施

導かれた探究 的な実験の実践
・塩化ナトリウムが含まれる身の回りの物質を考えさせ，実
験の題材につかうものを選択をさせる。
・授業時間内に終えて，塩化ナトリウムを取り出せる実験計
画を立案させる。

⇒必要な分離操作の選択，実際の操作過程の思考
・化学的に塩化ナトリウムと同定できる操作を立案させる。

⇒検出が必要な元素の判断，元素の検出過程の思考
全体的に調べることや知識の活用が必須，
レポートで表現力を育てる。



単元計画u 

1時間目：目的（問い）の共有，実験計画の作成
2時間目：実験
（１週間後：レポート提出）
3時間目：実験の振り返り



実験計画書の例
事前に用意できるものを提示
例：
教科書に書いてある器具や試薬は用意できる。
分光光度計は学校にない。

事前に教員による添削・指導
・実施する
安全面の確保，不備なく準備，生徒が塩化ナ
トリウムを取り出すことができる

・実施しない
教員の手間が減る，生徒の危機感が増す



生徒が作成した計画書



生徒が作成した計画書

必要な操作の
取捨選択に課題

検出に必要な元
素の不足

試薬についての考え



生徒が作成したレポートの一部



オンライン対話（10分間）

テーマ：「実験と探究」の現状・課題から，ど
のように日頃の授業・実験を工夫していけばよ
いか？

各ルームで，簡単に自己紹介していただき，現状の
課題等を含め，対話してください。



入試問題等の情報提供

Z会 化学担当
渡辺敏史さまより



事例紹介

令和5年度共通テスト化学基礎（本試験）
第2問 …モール法



大学入試センターの発表資料より
令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出
題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針
「高等学校における通常の授業を通じて身に付けた知識の理
解や思考力等を新たな場面でも発揮できるか
を問うため，教科書等で扱われていない資料等も扱う場合があ
る。」



大学入試センターの発表資料より
（化学基礎）
「日常生活や社会との関連を考慮し，科学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則などの理解と，
それらを活用して科学的に探究を進める過程
についての理解などを重視する。」



大学入試センターの発表資料より
令和５年度問題評価・分析委員会報告書（本試験）P.291
「化学が記憶科目と誤解されることを危惧して，単純な記憶
だけによって正解が導き出せる設問は少なく
した。基礎的知識を基にして科学的に判断する力が，社会生活
では大切である。この点に鑑み，多くの問題において，複数の
事項を把握して，判断力，推察力，全体把握
力がないと正解へと結び付くことのない問題
作成の工夫を行ってきた。」



まとめ
・探究学習に取り組むことで，
実験の見通しを立て，計画する姿勢が身につく

・入試で未知の実験が取り上げられても，
操作の意図や，操作中に起きている変化，
観察される現象などがつかめるようになる
（そのように入試問題はつくられている）



補足
・探究学習を実行するためには，
実験の見通しを立て，計画する必要がある

・見通しを立てるには，知識が必要
・普段の学習は，探究学習を行う下準備として必要
✕「今の受験勉強は意味がない（≒不要だ）」
〇「知識の習得にとどまっていてはダメだ」



他の事例
令和3年度共通テスト化学基礎（本試験第1日程）
第2問

…イオン交換樹脂を用いた実験

令和4年度共通テスト化学基礎（本試験）第2問
…混合物の分離



オンライン対話（10分間）

「『以前に取り組んだことがあるから解ける』
ではなく，『こう考えれば，(初見の問題でも)
解けるよね』」という生徒の姿を目指して，日
頃の学びをどのようにしていきたいか。



最後に

高校探究プロジェクト委員
東邦大学理学部教授

今井泉 先生より



探究過程における「見通し」の意義

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/r02/r020603-01.pdf



現状と課題：探究の過程における「見通し」の意義

OECD国際教員指導環境調査（TALIS）
・全生徒が内容を理解するまで類似の課題を生徒に演習させる
「しばしば」「ほとんどいつも」行うとした教員の割合

2013年調査結果：参加国平均67%, 日本32%（中学校）

・全児童生徒が単元の内容を理解していることが確認されるまで, 
類似の課題を児童生徒に演習させる
「しばしば」又は「いつも」行うとした教員の割合

2018年調査結果：参加国平均（中学校）71.3%
日本（中学校：31.3%, 小学校55.8%）



松原憲治, 高阪将人（2017）.「資質・能力の育成を重視する教科横断的な学習としてのSTEAM教育と問い」
科学教育研究, 41(2), 150-160.
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